
 

 

   

 

 

 理事・評議員合同会議を開催いたしました。 
 去る２月２３日、当法人の理事会、評議員会が開催され、任期満了に伴い、理事の選任並びに、平成１9年度事業報告並びに

決算報告について審議、同会議で承認されました。概要は以下の通りです。 

 

理事名簿（任期平成２０年２月２７日～平成２２年２月２６日） 

役職 氏名 備考 役職 氏名 備考 

理事(重任） 高田 真 阪神容器株式会社代表取締役会長 理事(重任） 椎葉 茂樹 富山県厚生部長 

理事(重任） 本村 哲明 北日本工芸 代表 理事(新任） 山田 祐司 山田祐司眼科医院院長（富山県眼科医会会長） 

理事(重任） 大黒 幸雄 株式会社マルチアクセスカンパニー代表取締役 理事（新任） 林 篤志 富山大学医学部眼科教授 

理事(重任） 岡本 武勇 元 JA あおば副組合長 理事(新任） 高田 重信 高田燃料店代表 

理事(重任） 野村 謹吉 株式会社ガスコムノムラ取締役 理事(新任） 石灰 甚一 (株）石甚代表取締役会長 

理事(重任） 井村 東司三 井村医院院長 理事(重任） 檜谷 陽也 H18 年度１リジョンチェアパーソン 

理事(重任） 伊勢 豊彦 株式会社セイアグリーシステム代表取締役 理事(重任） 片山庄之助 H18 年度２リジョンチェアパーソン 

理事(重任） 金井 澄子 富山県善意銀行副理事長 理事(重任） 佐藤 善政 H19 年度１リジョンチェアパーソン 

理事(重任） 寺崎 達二 有限会社寺崎樹脂代表取締役 理事(重任） 木村 正明 H19 年度２リジョンチェアパーソン 

理事(重任） 藤沢 実 司法書士藤沢実事務所 理事(重任） 高柳 昇 H19 年度１リジョン地区四献推進委員 

理事(重任） 高田 順一 阪神容器株式会社代表取締役社長 理事(重任） 金尾 雅行 H19 年度１リジョン１ゾーンチェアパーソン 

理事(重任） 笠島 學 医療法人社団紫蘭会光ケ丘病院理事長 理事(重任） 新山 武夫 H19 年度１リジョン２ゾーンチェアパーソン 

理事(重任） 清水 英子 富山県善意銀行理事・富山家庭裁判所調停委員 理事(重任） 吉川 毅一 H19 年度１リジョン３ゾーンチェアパーソン 

理事(重任） 蟹瀬美和子 富山県社会福祉協議会専務理事 理事(重任） 串田 伸男 H19 年度２リジョン地区四献推進委員 

理事(重任） 北川 清隆 富山大学医学部眼科眼科准教授 理事(重任） 燕昇司信夫 H19 年度２リジョン１ゾーンチェアパーソン 

理事(重任） 牧 亨 東光自動車工業株式会社代表取締役社長 理事(重任） 海津 憲次 H19 年度２リジョン２ゾーンチェアパーソン 

理事(重任） 宮岸 武 宮岸株式会社代表取締役副社長 理事(重任） 横山征四郎 H19 年度２リジョン３ゾーンチェアパーソン 

理事(重任） 藤巻 篤子 藤巻眼科クリニック院長 監事(重任） 高瀬 清春 公認会計士高瀬清春事務所 

理事(重任） 渡部 佐敏 (有)タートルライン代表取締役 監事(重任） 港 勉 保護司 

理事(重任） 吉田 隆 (株）吉田家具店代表取締役 

    

平成１９年度収支決算書 

 
（１） 事業活動収支の部 

    
科     目 決算額 備      考 科     目 決算額 備      考 

１ 事業活動収入     ２ 事業活動及び管理費支出     

  基本財産運用収入 96,680 利子   募集登録費支出 807,644 協会ポスター、アイバンク便り等運搬、他 

  特定資産運用収入 18,969 利子   連絡調整費支出 854,607 献眼タクシー代、摘出器材、検査費用、他 

  会費収入 1,715,000 賛助会員会費   眼衛生思想普及啓発費支出 3,480,235 便り、JN 等印刷代、広告、研修費、大学お礼他 

  事業収入 2,000,000 角膜・強膜斡旋手数料   その他の支出 189,765 香典、振込手数料、雑費 

  補助金等収入 4,550,000 県補助金、県共同募金、LC 奉仕銀行   特別会計繰り出し額 6,500,000 富山県アイバンク１５周年記念事業費 

  寄付金収入 4,145,757 一般及び LC 会員   諸給与支出 4,080,096 事務員の給与、福利厚生費等 

  雑収入 20,623 利子他   会議費支出 207,823 理事・評議員会議費用、旅費交通費 

  他会計から繰入金 823,115 特別会計・県アイバンク１５周年剰余金   需要費支出 779,458 電話代、インターネット費、賃借料、消耗費他 

合       計 13,370,144   合      計 16,899,628   

事業活動収支差額 ▲ 3,529,484 
   

（２） 投資活動収支の部 
    

１ 投資活動収入合計 
    

  特定資産取崩収入 6,500,000 アイバンク１５周年記念（第３回県民大会） 

２ 投資活動支出合計 4,000,000 県民大会引当金５０万 減価償却引金当２５万 

   
退職引当金２５万  

   
特別活動事業取得支出引当金３００万 

投資活動収支差額 2,500,000   

（３） 財務活動収支の部 
    

財務活動収入                                  0   
  

財務活動支出 0   
  

（４）  予備費支出 
 

  
  

当期収支差額 ▲ 1,029,484   
  

前期繰越収支差額 3,689,791   
  

次期繰越収支差額 2,660,307   
  

 

２００８.３ 

第６１号 （財）富山県アイバンク 

アイバンク情報
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寄付金・助成金・賛助会費・寄付金（１/1～１/31 現在）敬称略 

寄付金 

・ライオンズクラブ２R２Z   １６５,０００円         ・ライオンズクラブ２R3Z  ７３,３７５円 

 

賛助会費 個人 

・土屋百合子 

・青出辰夫・秋田俊康・浅野紀男・新井司朗・荒木孝吉・石川之伸・石本 剛・内山芳一・蛯谷正俊・大郷 穰 
・岡畑康一郎・岡崎 誠・面谷百合子・加藤竹男・佐賀野昭一郎・澤田孝之・田畑裕二・土井光男・豊岡 正 
・中嶋 進・中野道嘉・中村三郎・成田隆志・樋口善次・平野泰康・藤倉栄之・堀井謙吾・俣本吉章・三浦克之 
・森 雅志・矢郷美穂子・山田孝志・吉田松男                    （以上富山西 LC３３名） 

 

賛助会費 法人 

 ・富山南 LC        

 

◆富山南ライオンズクラブ例会にて講演いたしました。 
去る２月２日、庄川ゆめつづりにて開催された富山南ライオン 
ズクラブ研修会において、「アイバンクについて」と題して入江コー

ディネーターが講演を行いました。講演後たくさんの質問を頂き、

献眼についてより一層理解が深められたのではないかと思いま

す。ありがとうございました。 

◆２R3ZC 合同親睦チャリティーボーリング大会において

寄付金を頂きました 
去る２月１３日、ニチマボールにおいて２R3Z 親睦チャリティーボー

リング大会が開催され、アイバンクへご寄付を頂きました。 

◆２R2Z 合同例会において寄付金を頂きました。 
去る２月２０日、氷見マイアミにおいて２R2Z 合同例会が開催さ

れ、懇親会の席上で募金が集められ、ご寄付を頂きました。 

 

 

< ２ 月 の 事 業 実 績 の 概 要 > 

 献眼登録者数            ５名 

累  計        １ ９ , ０ ６ ７ 名 

 献眼者数                １名 

累 計                    ３名 

（献眼移植者数   ５名） 

 

 奉仕銀行助成金１ ,２５０ ,０００円 

累  計        １ ,２５０ ,０００円 

 

 寄付金収入      １６５ ,０００円 

累  計         １６５ ,０００円 

 

 賛助会費収入    １ ３ , ０ ０ ０円 

 累  計        １ ６ , ０ ０ ０円 

 募金収入            ０円 

累  計            ９ ,８４５円 

 

同志と共に       (三百字の遺言から＜平成９年発行＞抜粋) 

富第５４４号。私の献眼預託登録証の番号である。ちなみに発行日付は昭和５８年３月２日、１４年

前のちょうど今ごろで、我がクラブでは CN１５周年記念式典の計画でおおわらわの最中であった。金銭

に替え難い奉仕事業の一環として、総勢５７名全員が“献眼預託登録”を行ったのであるが、奇しくも

周年記念時の地区ガバナーは L 井村東司三であった。 

 さて、１５年前は地区内でも若さが売り物のクラブで、死後のことを話題にするなど思いも及ばぬこ

とであったが、以来、寿命が１５年縮まったことは紛れも無い事実なのである。 

 悲しくても 残念でも、来るべき時は必ず来るのである。同志諸君、１９８３年の素晴らしき誓いを再

確認しようではないか。                       (某ライオンズクラブ H ライオンの稿より) 

 

賛助会員加入のお願い 

○設立以来の献眼登録者数を、今年度末には２０，０００人達成を目標にしています。知友人・ご家族の積極的

なご理解とご協力をお願いしております。ご理解をいただくために、アイバンクホームページをご覧ください。 

○活動の財源に、賛助会費および寄付金をお願いしております。団体・法人会員年会費 1口１０,０００円、個人

会費 １口３，０００円（いずれも金融機関口座引落し契約）。 

 

http://www.toyama-eyebank.com/

	<２月の事業実績の概要>

